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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　一般的に、狭い地理的領域に閉じ込められたフィールド装置の群の中のフィールド装置
を位置付けることは、単にＧＰＳ／携帯電話／無線ＨＡＲT位置オプションを用いたので
は困難である。さらに技術者を助けるため、一度、選択された近接範囲に達すると、少な
くとも２つの近接位置オプションが提供される。第1の近接位置オプションは、ＲＦＩＤ
タグに基づく。ＲＦＩＤタグは、タグ及びリーダの間の情報を交換するため、近距離無線
通信を用いる。ＲＦＩＤタグは、確かに有用であるが、一般的にＲＦＩＤリーダに対する
近接範囲を要する。ＲＦＩＤタグは、長い通信範囲を有するが、バッテリを要し、いくぶ
ん高価である。図３に示すように、ＲＦＩＤモジュール１２８は、近接位置を実現するた
め、選択されたフィールド装置のＲＦＩＤタグと相互通信するため用いることができる。
近接位置の2番目のオプションは、相対位置座標２２４である。相対位置座標は、番号（
１、１）から（２５５、２５５）の対、及び参照ポイントの南に立つ者及び参照ポイント
に向かって北を向く者の視野からの参照ポイントの記載を含む。例えば、源泉（北を向い
た）が、参照ポイントになるかもしれない。もう一度述べるが、マップは、好ましくは、
目視可能な装置が完全に目視できること（例えば、透明でない）場所に作り出すべきであ
る。源泉またはその他の装置により装置が視界から隠れている場合には、透明が好ましい
。座標（１、１）は技術者の視界の左上コーナーであり、座標（２２５、２２５）は、技
術者の視界の右下コーナーである。もし、カメラが手持ち型フィールドメンテナンスツー
ルに取り付けられている場合には、視界を示すために写真を撮ることができる。一度、技
術者が近接位置２２０を用いてフィールド装置を位置付けた場合、位置が検証されること
が好ましい。位置付けられた装置を検証する１つの方法は、フィールド装置の物理的タグ
に対する存在または参照であることができる。ある場合には、タグが損傷したり、ある程
度腐食したときには不可能である。フィールド装置は、現場メンテナンス技術者が現場的
にアクセス可能なジャンパ、ボタンまたはその他の適切な回路を備えて、フィールド装置
のネイティブプロセス通信ループ、またはネイティブプロセス通信プロトコルを用いたセ
グメント上で通報するスクオークメッセージ２２６を形成することが好ましい。そして、
技術者によって用いられる手持ち持ち型フィールドメンテナンスツールは、プロセス通信
ループ／セグメントにおいて、技術者によって実施される装置のメンテナンスの前に、正
しい装置がスクオークを生成したことを確認するスクオーク信号またはメッセージを聞く
。
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